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講座のテーマは「望遠鏡を作って、星について調べよう」です。受講生は、事前に自
宅に送られてきた望遠鏡キットをあらかじめ組み立てて講座に臨みました。受講生の手
元にある望遠鏡は、ガリレオガリレイが作った望遠鏡と性能はほぼ同じこと、惑星の種
類と見え方、太陽の黒点と自転、夏の大三角と天の川、星の種類、天体望遠鏡の仕組み、
レンズで像が見える仕組みなどについて画像を交えながらわかりやすく解説していただ
きました。6名のＴＡ（講座実施をアシスタントする学生）の力を借りながら、受講生
は事前に調べたことをもとに、班ごとに発表し合う活動も行いました。
最後に、望遠鏡で現在観測のチャンスにある星たちや「アルビレックス新潟」の語源

ともなったアルビレオについての紹介がありました。

前回の「体験学習(糸魚川ジオパーク)」に引き続き、
壮大なスケールの講座となりました。星や大地につ
いて知ることや観測すること、星の美しさや化石や
ヒスイを発見する楽しさに魅了されることはもちろ
ん大切です。さらに受講生には、果てしなく続く宇
宙の中に無数に存在する星のたった一つに過ぎない
「地球」という星の長い長い歴史の中のほんの一瞬
に私たちは生きている、ということを感じるきっか
けになってくれればいいな、と思いました。
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